高学年
強く　正しく　豊かに
　本シートを活用して，自校の子どもの実態を把握するとともに，学校の教育目標（目指す子どもの姿）を実現するために子どもに身に付けさせたい資質・能力について考えていく。
①学校の教育目標を記入する。
②現在の子どもの実態について記入する。（昨年度の児童を想起して）
③現在の子どもの実態から，子どもの強みと弱みに分ける。
④学校の教育目標（目指す子どもの姿）を実現するために，子どもに身に付させたい資質・能力を記入する。

学校の教育目標
【資料１】
現状把握シート






〇規律のある生活が送れている。
△学習塾に通う児童が多く、特に４年生以降は友達同士の関係が希薄になる。また、就寝時刻が遅いため、慢性的な疲労が見られる。
〇自分の考えを伝える力（思考ツールの活用の効果大）
〇友達の考えを聴く力（友達から学ぼうとする姿が見られる）
〇課題がはっきりすると解決に向け頑張れる力
△より相手に伝わるよう、言葉やしりょうを選んで論理的に伝える力
△友達の考え等から思考を広げ深め、再構築する力
△身に付いた力を自らの判断で他の分野に生かす力
子どもの弱み
現在の子どもの実態
子どもの強み
子どもに身に付けさせたい資質・能力
・学校目標の「豊かに」の部分が弱いかと思うので、特に力を付けさせていきたい。（多様性、豊かな人間関係など）
・自分の知識を友達の考え（知識）を関連付けて考える力
・１つのことを多面的に見たり考えたりできる力


・価値観の乏しさ
・視野の狭さ


・伝えたい内容をより正確に理解してもらう、受け入れてもらうための工夫が足りない。
・自他の考え方の違いは分かるが、よさを組み入れて再思考が難しい。
・友達の意見を関連させて取り入れることも難しいが、教科を越えて力が発揮しにくい。


・知識量の多さ
・行動力（考えたことを実行に移す力）
・自主的な活動に対し、意欲的

・思考ツールがかなり有効。整理して考えることができる。
・共感的に聞く姿勢がある。相違点を見つけながら聞ける。

